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  以前の内視鏡検査で指摘されず、その後の内視鏡検査で指摘された癌を「interval 
cancer (中間期癌)」と言う。高齢者の上部消化管内視鏡像を遡及的に検討し、interval 




  1995 年 1 月から 2015 年 6 月までの間に札幌医科大学医学部消化器内科学講座で診
断・治療した 60歳以上の胃癌患者 240例を対象とした。これらの患者の中で、10年
以内に 2 回以上の上部消化管内視鏡検査を行った患者に認めた胃癌を中間期胃癌と
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結果、中間期胃癌は 32 例で、うち 14 例が新規癌、18 例が見逃し癌であり、ほとんどの症
例が 2 年以内では早期胃癌のままであった。胃癌の自然史として、2 年間で早期癌は進行癌
とはならず、早期癌に留まることが示唆された。 
 
以上の研究内容に対して審査委員による審査が行われ、医学博士の学位授与に値すると審
査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
